
薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　商工産業課  ☎82・5874 ／ IP☎88・9075
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集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

う
だ
ぢ
か
ら

　
～
ケ
イ
ト
ウ
～

▲赤い綺麗な花を咲かせるので、鑑賞用にも
目を楽しませてくれますね。

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

　

あ
ち
こ
ち
の
庭
に
、
観
賞
用
に
植
え
ら
れ
て
い
る

ケ
イ
ト
ウ
や
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
。
植
え
た
つ
も
り
も
な
い
の

に
、
気
が
付
け
ば
生
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

ケ
イ
ト
ウ
の
頭
部
の
花
軸
は
多
く
が
帯
化
し
、
上

部
は
著
し
く
広
が
っ
て
鶏
の
と
さ
か
の
よ
う
に
な
る
の

で
、
鶏ケ

イ
ト
ウ頭
の
名
が
付
い
た
の
で
す
。

　
赤
色
、黄
色
、
白
色
な
ど
の
小
花
を
密
生
し
ま
す
が
、

一
般
に
、
白
色
ま
た
は
赤
色
の
花
の
も
の
を
薬
用
と
し

ま
す
。

　

こ
の
ケ
イ
ト
ウ
に
は
鶏ケ

イ
カ
ン冠
と
い
う
生
薬
名
が
当
て

ら
れ
、
花
の
塊
は
鶏
冠
花
、
種
子
は
鶏
冠
子
と
し
て
、

1
0
9
2
年
に
書
か
れ
た
「
嘉
祐
補
注
本
草
」
に
掲

載
さ
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
生
薬
で
す
。

　
ケ
イ
ト
ウ
は
熱
帯
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
が
原
産
の
植

物
で
、
万
葉
の
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
に
伝
来
し
た
た

め
、
万
葉
集
に
は
「
か
ら
あ
い
」
の
名
で
山
辺
赤
人
の

歌
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ケ
イ
ト
ウ
は
、
4
～
5
月
ご
ろ
に
播
種
し
、
栽
培
し

ま
す
。
日
当
た
り
と
水
は
け
の
良
い
所
を
好
み
ま
す
。

　

薬
用
効
果
は
、
花
や
種
子
を
煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
、

痔
出
血
、
月
経
過
多
な
ど
の
各
種
出
血
、
下
痢
な
ど

に
効
き
ま
す
。
こ
の
染
液
を
外
用
す
れ
ば
、
切
れ
痔
、

痔じ
ろ
う瘻
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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を
行
い
、
8
月
か
ら
移
動
診
療
所
を
開
始
し

て
い
き
ま
す
。

　

当
ま
ち
協
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
償
バ

ス
の
「
か
ぎ
ろ
ひ
バ
ス
」
の
運
行
も
行
っ
て

い
ま
す
。
移
動
診
療
車
に
よ
る
診
療
の
時
も
、

バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
来
て
も
ら
え
れ
ば
、

行
き
帰
り
も
便
利
で
す
。

　

当
ま
ち
協
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
で
安

心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

向
渕
地
区
に
は
云
い
伝
え
や
歴
史
が
古

く
、
こ
れ
ら
を
後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

➋
移
動
診
療
車
内
覧
会
開
催

�

～
上
龍
門
地
域
ま
ち
協
～

�　
6
月
8
日
、
当
ま
ち
協
で
は
、
田
原
区
集

会
所
に
お
い
て
移
動
診
療
車
内
覧
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

含
め
た
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
診
療
場

所
の
選
定
、
相
談
日
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
の
医
療
機
関

は
、
平
成
30
年
に
個
人
医
院
が
閉
院
と
な
り
、

医
療
体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
田
原
地
区
の
集
会
所
が

診
療
場
所
と
し
て
、
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
場
所
で
、
見
学
会
、
相
談
会

「
N
P
O
法
人
音
楽
の
森
」
理
事
長
荒
井

敦
子
さ
ん
や
村
尾
藍
さ
ん
（
ま
つ
ぼ
っ
く

り
少
年
少
女
合
唱
団
出
身
）の
歌
唱
や「
豊

玉
姫
物
語
」
の
朗
読
も
あ
り
ま
し
た
。
平

和
を
願
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
謡
の
「
キ
エ
フ

の
鳥
の
歌
」
や
「
龍
王
ヶ
渕
の
物
語
」
も

演
奏
さ
れ
、
奉
納
さ
れ
る
澄
ん
だ
歌
声
に

聴
き
入
る
方
も
多
く
、
大
自
然
を
身
近
に

体
験
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
「
来
て
よ
か
っ
た
宇
陀
市
」「
ま

た
来
た
い
宇
陀
市
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
当
ま
ち
協
を
は
じ
め
、
向
渕

自
治
会
や
地
域
の
方
々
の
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
堀
越
神
社
で
の
客
席
の
設
営
、

受
付
、
車
の
誘
導
や
広
報
な
ど
精
一
杯
お

も
て
な
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

➊
龍
王
ヶ
渕
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

�

～
堀
越
神
社
へ
の
奉
納
～

�

～
向
渕
地
区
ま
ち
協
～

　

５
月
22
日
の
昼
下
が
り
、
室
生
向
渕
に
あ
る

自
然
豊
か
な
龍
王
ヶ
渕
内
に
て
「
堀
越
神
社
」

へ
の
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
龍
王
ヶ
渕
を
静
か
に

見
守
る
「
堀
越
神
社
」
＝
「
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
」

へ
奉
納
さ
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
物
語
に

あ
る
「
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
」
は
天
皇
家
直
接
の
ご

先
祖
様
に
あ
た
る
神
様
で
あ
り
、
山
や
海
に
と

て
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
方
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
和
太
鼓
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

▲大勢の方が演奏や歌声に聴き入っていました

➌
宇
陀
の
野
菜
を
使
っ
た

�

採
食
カ
フ
ェ
の
開
業
を
目
指
し
て

�

～
宇
陀
市
仕
事
づ
く
り
推
進
隊
～

�

（
ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
奥
大
和
）

　

宇
陀
市
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
宇
陀
市

仕
事
づ
く
り
推
進
隊
の
宮
本
美
妃
子
で
す
。

　

食
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
採
用
い
た
だ
き
、
2
0
2
1
年
5
月

よ
り
地
域
の
食
材
や
薬
草
を
使
用
し
た
カ
フ
ェ

の
開
業
を
目
指
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
を
専

門
と
す
る
料
理
学
校
を
修
了
し
、
現
在
は
望
診

法
や
フ
ィ
ト
テ
ラ
ピ
ー
と
い
っ
た
食
と
健
康
に

つ
い
て
勉
強
中
で
す
。
2
0
2
3
年
に
お
店
を

オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
、
今
年
の
夏
は
サ
ス
テ

▲初めて目にする楽器もありました！

▲田原区集会所に移動診療車が
   やってきました！

▼最新の医療機器が揃っていました
まち協などの催し予定 7 月

（6月14日現在）
日程 イベント案内 主催

16日（土） 資源ごみ回収 大宇陀政始まち協

30日（土） 認知症勉強会 向渕地区まち協

▶
バ
リ
ス
タ
も
勉
強
中
で
す

▲宇陀市の食材と薬草を使用したヴィーガン料理 

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
お
よ
び
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
が
先

進
的
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
！


